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▽▲組合本部活動だより▲▽ 

《国際部》  NSU定期大会 
 

2022 年 9 月、松浦満晴組合長と池谷義之国際局長はNSU
※1

から招待を受け、ノルウェ

ー・トロムソで開催された NSU 定期大会に来賓として参加した。大会においては、NSU

の活動報告などが承認されるとともに、向こう 4 年間の活動方針について積極的な議論

が行われ、その後の役員選挙を経て成功裡に大会を終えた。2014 年から委員長を務め

たジョニー・ハンセン NSU 委員長が勇退し、後任にはカート・エンジェル氏が新たな

委員長として選任され、NSU を率いていくこととなった  

 

NSU は ア ジ ア 船 員 サ ミ ッ ト
※2

開 催 時 に 合 せ て NASCO
※3

を 開 催 し て い る 。 ノ ル

ウ ェ ー の NSU と NMOF
※4

、 NUME
※5

は こ の 会 議 を 「 ア ジ ア の 船 員 組 合 と 意 見 交 換

が で き る 重 要 な 場 」 と 位 置 付 け て お り 、 ア ジ ア 船 員 サ ミ ッ ト と NASCO を 開

催 す る 際 に は 、 本 組 合 と 合 同 事 務 局 を 立 ち 上 げ て こ れ ら の 会 議 開 催 準 備 か ら

会 議 運 営 を 行 っ て い る 。  

 ITF 内 の 活 動 に つ い て も 、 NSU は ITF メ キ シ コ シ テ ィ ポ リ シ ー
※6

を 堅 持 す る

活 動 や 、 水 産 ポ リ シ ー の 策 定 な ど に つ い て 、 本 組 合 を は じ め と す る 他 の 主 要

受 益 船 主 国 、 船 員 供 給 国 、 漁 船 船 員 組 合 と 連 携 し 取 り 組 ん で い る 。  

 

今 大 会 で 勇 退 さ れ る ジ ョ ニ ー 委 員 長 か ら は 「 こ れ ま で の 取 り 組 み を 後 任 の

カ ー ト 委 員 長 に 託 し た い 」と し て 、こ れ ま で の 連 携 に 対 し 謝 意 が 伝 え ら れ た 。

ま た 、 カ ー ト 新 委 員 長 か ら は 「 JSU と NSU の 友 好 関 係 は 堅 固 で 、 こ れ ま で

の 活 動 を 踏 襲 す る 形 で JSU と の 関 係 を 継 続 し て い く 」 と 表 明 。  

北 極 圏 に 位 置 す る ト ロ ム ソ の 9 月 末 は 極 寒 で あ っ た が 、熱 い メ ッ セ ー ジ を

頂 き 寒 さ が 和 ら い だ 。 今 後 も 国 際 連 帯 活 動 を 継 続 し て い く 。  
 

「海員だより」

※ 1：ノ ル ウ ェ ー 船 員 組 合 。ITF 加 盟 組 合 の 中 で も 主 要 な 受 益 船 主 国 組 合 と し

て 、 ま た 、 欧 州 域 内 に お い て 商 業 捕 鯨 も 行 っ て い る 漁 船 船 員 組 合 。  

本 組 合 と は 国 際 連 帯 活 動 を 通 じ 長 き に わ た り 友 好 関 係 を 継 続 し て き た 。  

※ 2： 全 日 本 海 員 組 合 が 提 唱 し 設 置 、 毎 年 1 回 開 催 。  

(新 型 コ ロ ナ ウ ィ ル ス 感 染 症 の 影 響 で 2020 年 か ら 中 断 し て い る ) 

※ 3： ノ ル ウ ェ ー ・ ア ジ ア 船 員 委 員 会  

※ 4： ノ ル ウ ェ ー 船 舶 職 員 組 合  

※ 5： ノ ル ウ ェ ー 機 関 士 組 合  

※ 6： FOC 船 に 乗 り 組 む 船 員 の 最 低 基 準 を 定 め る と い う ITF の 方 針 の こ と  


